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コロナ禍で行われた川本中学校体育祭。３年生
にとっては最後の体育祭でしたが、持ち前の明
るさと団結力でやり遂げました。
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川
本
小
学
校
運
動
会

令和２年度 運動会・体育祭
　９月から10月にかけて、町内の小中学校、保育所で運動会・体育祭が行われました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、プログラムの短縮や来場者の制限などもあ
りましたが、子どもたちは元気いっぱい競技に取り組みました。

9/13
㈰

川
本
中
学
校
体
育
祭

9/5
㈯
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川
本
保
育
所
運
動
会

9/29
㈫

10/6
㈫

因
原
保
育
所
運
動
会

川
本
北
保
育
所
運
動
会

10/13
㈫
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運動会直前でつかまり立ちが出来たよ！

応援席からは年少さんの可愛い声援

保育所最後の運動会となった年長さん練習を重ねた器械体操も見事に決まりました！

年少から年長まで息の合った発表になりました。

年長さんの親子競技は
楽しい仕掛けがいっぱい！

オープニングの「キラメイダ
ンス」で運動会がスタート！

色んなヒーロー・ヒロインに
扮して「はい、チーズ！」

赤と白のリボンを付けた“魔女の
キキ”が運ぶ荷物に玉をポイッ！

たくさんの声援の中練習の成果を発揮！
心をひとつにバトンをつないだ色別リレー

晴天に映えるパラバルーン



令
和
２
年
度
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
〈
後
編
〉

開
催
日

　
8
月
17
日　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
・
大
ホ
ー
ル

　
8
月
20
日　

�

三
原
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
体

育
館

　
8
月
21
日　
川
本
西
体
育
館

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

■
湯
谷
温
泉
弥
山
荘

⃝

町
内
の
利
用
者
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
利

用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

―
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
も
、
町
内
外
を

問
わ
ず
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
運
営
に
取
り

組
む
。

⃝

バ
ス
運
行
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
は
？
入
浴
利

用
に
合
わ
せ
た
時
間
で
や
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
？

―
利
用
者
は
少
な
か
っ
た
。
時
間
帯
が
合
っ
て

い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
回
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
地
区
と
い

う
観
点
か
ら
実
施
し
た
。

■
島
根
中
央
高
校

⃝

定
員
が
増
え
た
が
入
学
者
が
少
な
か
っ
た
。
県

内
か
ら
の
生
徒
が
少
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

―
町
外
県
内
生
が
減
少
し
た
。
今
年
度
も
コ
ロ

ナ
禍
で
生
徒
募
集
に
苦
慮
し
て
い
る
。
様
々

な
魅
力
が
あ
る
高
校
な
の
で
、
町
と
し
て
引

き
続
き
学
校
と
一
緒
に
な
っ
て
生
徒
募
集
に

取
り
組
み
た
い
。

⃝

女
子
寮
（
江
風
寮
）
の
今
後
は
？

―
本
人
、
保
護
者
に
希
望
を
取
っ
た
結
果
、
魅

力
化
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
た
生
徒
は
40
人
。
江

風
寮
の
運
営
は
高
校
が
決
め
ら
れ
る
。

■
石
見
川
本
駅
跡

⃝

駅
舎
、
線
路
や
周
辺
の
今
後
は
？

―
現
在
、
次
期
町
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
駅
前
の
み
な
ら
ず
弓
市
地
区
の

魅
力
化
の
中
で
ど
う
開
発
を
進
め
る
か
、
因

原
・
三
原
地
区
も
同
様
に
考
え
て
い
く
。
た

だ
、
近
年
、
災
害
が
短
期
間
で
発
生
し
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
災
害
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
な
い
状
況
。

■
三
原
地
区
の
運
動
場
整
備

⃝
現
在
の
残
土
置
き
場
が
運
動
場
に
な
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
現
状
ま
た
は
最
終
的
な
イ
メ
ー
ジ

は
？

⃝

三
原
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
運
動
会
は
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
。
運
動
場
の
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。

―
三
原
の
残
土
置
き
場
以
外
に
も
う
1
か
所
あ

り
、
そ
ち
ら
が
今
年
度
に
完
成
す
る
。
三
原

は
も
う
1
年
掛
か
る
見
込
み
。
最
終
図
面
が

で
き
次
第
お
示
し
し
た
い
。

■
水
道
事
業

⃝

町
水
道
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
井
戸
を
利

用
し
て
い
る
地
区
で
は
、
施
設
の
修
理
費
用
や

高
齢
化
に
よ
る
維
持
等
が
厳
し
い
。
施
設
維
持

に
係
る
町
か
ら
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

―
各
地
区
か
ら
要
望
は
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

水
道
事
業
と
し
て
は
財
源
が
厳
し
く
難
し

い
。
井
戸
の
掘
削
、
施
設
維
持
に
対
す
る
補

助
金
、
補
助
率
も
含
め
検
討
し
た
い
。

■
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

⃝

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
の
際
に
プ
ー
ル
を
撤
去
し

た
。
火
災
時
の
一
時
消
火
水
利
と
し
て
備
え
は

あ
る
の
か
？

―
施
設
内
の
タ
ン
ク
で
一
時
消
火
は
ま
か
な
え

る
と
考
え
て
い
る
。
必
要
と
感
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
は
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

■
文
化
財
指
定

⃝

武
明
八
幡
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
毛
利
元
就
の

書
状
を
、
川
本
町
が
歴
史
上
で
も
大
き
な
存
在

で
あ
っ
た
と
証
す
る
た
め
、
文
化
財
指
定
へ
の

答
申
を
し
て
欲
し
い
。

―
非
常
に
貴
重
な
文
献
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
答
申
を
検
討
し
た
い
。

■
三
協
川
本
工
場

⃝

操
業
か
ら
2
年
が
経
っ
た
が
、
現
状
や
今
後
の

計
画
は
？

―
現
在
勤
務
し
て
い
る
30
人
の
う
ち
、
町
内
在

住
は
20
人
程
度
で
あ
り
、
定
住
の
効
果
は

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
引
き
続
き
、
採
用
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
わ
れ
て
い
る
。

■
イ
ベ
ン
ト
補
助

⃝

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
対
す
る
補
助
を
お
願

い
し
た
い
。

―
邑
智
郡
広
域
振
興
財
団
に
よ
る
補
助
制
度
が

あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

■
広
報

⃝
意
見
交
換
会
の
お
知
ら
せ
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
に
掲
載
が
な
か
っ
た
。
情
報
発
信
を

行
っ
て
欲
し
い
。

―
今
後
、
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
た
い
。
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人

事

案

件

◎�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
記

　
住　
所　
　
川
本
町
大
字
南
佐
木

　
氏　
名　
　
市
原　
和
正　

 

氏

　
住
　
所　
　
川
本
町
大
字
川
本

　
氏　
名　
　
上
田　
香
苗　

 

氏

　
住
　
所　
　
川
本
町
大
字
因
原

　
氏　
名　
　
原
田　
敏
子　

 

氏

決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告 書
議 案 番 号 付 託 事 件 名 審査結果

議案第54号 令和元年度川本町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第55号 令和元年度川本町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第56号 令和元年度川本町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第57号 令和元年度川本町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第58号 令和元年度川本町農業集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

定

例

会

臨

時

会

令
和
2
年
8
月
20
日
、
第
3
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件
3
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
第
3
回
定
例
会
が
9
月
11

日
か
ら
17
日
ま
で
7
日
間
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
野
坂
町
長
の
行
政
報
告
が

行
わ
れ
、
条
例
案
件
1
件
、
予
算
案
件

4
件
、
決
算
案
件
5
件
、
人
事
案
件
3

件
の
13
議
案
と
議
員
発
議
2
件
が
提
案

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
6
名
の
議
員
か
ら
当

面
す
る
町
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
質
問
に
先
立
ち
、
決
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
決
算
に

つ
い
て
審
議
し
、
最
終
日
、
委
員
長
報

告
の
後
、
採
択
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
認
定
さ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。
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一 般 質 問傍聴席風景

本
山
議
員

　

町
の
将
来
像
に
住
民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
次
期
総
合
計
画
・
戦
略

の
計
画
と
位
置
づ
け
を
問
う
。

瀬
上
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
総
合
計
画
も
総
合
戦
略
も
作
成
段
階

で
あ
る
。
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

本
山
議
員

　

作
成
に
は
、
行
政
の
壁
を
超
え
る
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
）
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重

視
し
た
分
か
り
や
す
い
ビ
ジ
ョ
ン
と
具

体
的
で
魅
力
あ
る
表
現
を
要
望
す
る
。

本
山
議
員

　

歴
史
教
育
と
文
化
財
保
護
策
を
問

う
。

石
川
議
員

　

川
本
保
育
所
の
駐
車
場
に
つ
い
て

川
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
政

策
に
つ
い
て
問
う
。

左
田
野
総
務
財
政
課
長
＝
自
然

災
害
が
増
す
中
、
減
災
計
画
と

地
方
創
生
は
同
時
に
考
え
て
い

く
。

川
本
保
育
所
の
駐
車
場
に

つ
い
て
問
う
。

杉
本
副
町
長
＝
旧
Ｊ
Ｒ
バ
ス
用

地
を
賃
貸
借
契
約
し
、
進
入
路

と
駐
車
場
を
整
備
す
る
検
討
を

進
め
て
い
る
。

坂
根
教
育
課
長

　

ふ
る
さ
と
学
習
を
通
じ
て
、
自
然
や

歴
史
教
育
を
し
て
い
る
。

本
山
議
員

　
伝
統
文
化
が
目
に
触
れ
る
場
所
作
り

を
望
む
。

本
山
議
員

　
治
水
対
策
に
踏
み
込
ん
だ
情
報
提
供

を
望
む
。

野
坂
町
長

　

国
や
県
に
は
十
分
に
説
明
を
し
て
い

る
。
被
災
者
の
声
も
分
か
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
強
く
働
き
か
け
を
行
う
。
情
報

は
的
確
に
伝
え
、
理
解
を
得
る
。

は
、
以
前
よ
り
危
険
で
あ
る
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
も
安
全
が
重
要

視
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
所
で
あ

る
と
考
え
る
。
送
迎
時
に
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

執
行
部
の
所
見
を
問
う
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長

　

川
本
保
育
所
の
園
児
数
は
71
人
で
、

通
園
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
車
両
で
送
迎
さ
れ
て
い

る
。
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
ま
で
順
番
待
ち

で
待
機
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
入
り
口

付
近
は
車
両
の
出
入
り
で
混
雑
す
る
状

況
で
あ
る
。

杉
本
副
町
長

　
直
近
の
５
年
間
に
お
い
て
70
名
以
上

の
園
児
が
通
所
し
て
お
り
、
送
迎
さ
れ

る
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
か
ら
も
駐

車
場
が
危
険
で
あ
る
こ
と
は
、
町
と
し

て
も
把
握
し
て
い
る
。

　

解
決
に
向
け
て
は
、
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
本
町
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
問
う
。

6広報かわもと2020.10



有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
本
町
の
取
り
組
み

を
問
う
。

湯
浅
産
業
振
興
課
長
＝
今
後

は
、
集
落
で
有
害
鳥
獣
の
追
い

払
い
を
行
っ
て
い
た
だ
く
気
運

を
高
め
て
い
き
た
い
。

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

湯
浅
産
業
振
興
課
長
＝
里
山
か

ら
家
庭
菜
園
に
ま
で
被
害
を
及

ぼ
す
今
日
の
対
策
の
基
本
は
、

「
駆
除
」、「
防
護
」、「
環
境
対
策
」

の
３
つ
で
あ
る
。

強
靭
な
堤
防
と
市
街
地
幹

線
道
路
化
に
つ
い
て
問
う
。

伊
藤
地
域
整
備
課
長
＝
弓
市
地

区
川
本
堤
防
が
完
成
堤
防
に
な

る
た
め
に
早
期
実
施
に
向
け

て
、
国
に
強
く
要
望
す
る
。

中
平
議
員

　

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
本
町
に
と
っ
て
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

湯
浅
産
業
振
興
課
長

　

被
害
対
策
と
し
て
は
、
駆
除
班
に
よ

る
銃
器
で
の
駆
除
、
わ
な
の
設
置
。
侵

入
防
止
対
策
と
し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
電
気
柵
の
設
置
。
花
火
・
エ
ア
ガ

ン
な
ど
を
使
っ
た
追
い
払
い
。
草
刈

り
、
放
任
果
樹
の
伐
採
な
ど
に
よ
る
農

地
と
動
物
生
息
域
と
の
緩
衝
帯
の
設
置

等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
支
援
を
実
施
す
る
。

圓
山
議
員

　

長
年
の
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
、
そ
の

対
策
の
現
状
と
効
果
を
問
う
。

木
村
議
員

　

道
路
行
政
に
つ
い
て
「
い
つ
か
は
創

る
行
政
か
ら
い
つ
ま
で
に
創
る
行
政
へ

の
転
換
」
を
要
請
す
る
。

伊
藤
地
域
整
備
課
長

　

弓
市
地
区
は
、
川
本
堤
防
の
内
側
に

あ
り
、
災
害
時
に
避
難
誘
導
や
物
資
な

ど
、
安
全
か
つ
安
心
に
通
れ
る
幹
線
道

路
確
保
が
本
町
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
川
本
町
都
市
計
画
道
路
の
望

ま
し
い
ル
ー
ト
案
を
現
在
、
検
討
中
で

あ
る
。

木
村
議
員

　

瀬
尻
・
久
料
谷
地
区
の
水
防
事
業
に

か
か
る
国
道
261
号
の
嵩
上
げ
に
つ
い
て

問
う
。

中
平
議
員

　

近
年
は
、
個
体
数
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
対
策
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。
役
場
内
の
専
従
職
員
の
育
成
も
課

題
で
あ
る
。
緩
衝
帯
の
設
置
に
は
、
森

林
環
境
譲
与
税
が
利
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
今
後
は
シ
カ
の
被
害
対
策
も

視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
三
江
線
跡
地
利
用
に
つ
い
て
問
う
。

湯
浅
産
業
振
興
課
長

　
猟
友
会
を
基
本
に
し
た
駆
除
班
を
編

制
し
、
各
地
域
で
先
頭
に
立
ち
被
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
防
護
柵
設

置
へ
の
補
助
や
研
修
を
す
る
等
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
、
対
策
を
地
域
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
今
後
の
効
果
が

発
揮
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

圓
山
議
員

　
猟
友
会
と
駆
除
班
の
関
係
性
に
つ
い

て
ま
た
、
川
本
町
に
有
害
鳥
獣
駆
除
実

施
隊
が
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
を
問
う
。

湯
浅
産
業
振
興
課
長

　

狩
猟
免
許
の
関
係
で
、
猟
友
会
と
駆

除
班
は
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
次
に
、

有
害
鳥
獣
駆
除
実
施
隊
は
現
在
、
県
内

に
11
の
市
町
村
が
設
置
し
て
お
り
、
狩

猟
税
の
減
免
や
公
務
災
害
の
適
用
等
、

狩
猟
免
許
取
得
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
が
そ
の
反
面
、
多
様
な
対
策
活
動
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
農
業
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
、
被
害
エ
リ
ア
を
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
啓
発
活
動
を
し

た
上
で
気
運
醸
成
を
図
り
、
実
態
を
調

査
し
、
設
置
に
向
け
て
研
究
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�
平
成
21
年
に
施
工
さ
れ
た
中
倉
地
区

の
緩
衝
帯
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の

評
価
を
問
う
。
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香
取
議
員

　
本
町
の
公
共
施
設
の
中
で
も
多
額
の

維
持
管
理
費
や
修
繕
費
を
要
す
る
悠
邑

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
の
今

後
の
活
用
方
針
を
問
う
。

坂
根
教
育
課
長
＝
本
町
の
文
化

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
芸
術
鑑

賞
事
業
を
中
心
に
活
用
し
た
い
。

伊
藤
地
域
整
備
課
長

　

８
月
に
設
置
さ
れ
た
「
江
の
川
水
系

流
域
治
水
協
議
会
」
に
お
い
て
、
流
域

全
体
で
の
整
備
方
針
等
、
協
議
を
実
施

し
た
。
こ
の
度
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

再
び
瀬
尻
・
久
料
谷
地
区
が
孤
立
し
た

こ
と
も
踏
ま
え
、
島
根
県
か
ら
は
、
国

が
水
防
事
業
に
着
手
す
る
際
に
は
、
併

せ
て
国
道
261
号
も
嵩
上
げ
す
る
意
向
を

示
さ
れ
た
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

川
本
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
つ
い

て
問
う
。

◦
川
本
町
教
育
行
政
に
つ
い
て
問
う
。

ふ
る
さ
と
会
館
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用

状
況
と
今
後
の
活
用
方
針
を
問
う
。

坂
根
教
育
課
長

　

大
ホ
ー
ル
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
中

高
生
の
吹
奏
楽
部
の
練
習
等
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
稼
働
率
は
24
％
で
あ
る
。

今
後
も
音
響
設
備
の
良
さ
を
活
か
し
、

芸
術
鑑
賞
事
業
を
中
心
に
、
本
町
の
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
た
い
。

香
取
議
員

　

活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
目
標
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
て
、
戦
略
的

に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

特
に
、
大
ホ
ー
ル
は
、
中
国
地
方
屈

指
の
音
響
設
備
を
誇
り
、
来
町
し
た
演

奏
家
か
ら
の
評
価
も
高
い
。
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
で
の
利
用
や
合
宿
を
誘
致
す

れ
ば
、
宿
泊
や
飲
食
業
へ
の
波
及
効
果

も
期
待
で
き
る
。
産
業
振
興
課
と
も
連

携
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
清
掃
費
等
の
経
費

の
見
直
し
も
着
実
に
進
め
て
ほ
し
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

江
の
川
の
「
流
域
治
水
」
に
対
す
る

本
町
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

◦�

男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
問

う
。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な　 
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について

　新型コロナウイルスの感染症の拡大により、今後の地方財政はかつてない厳しい状況に
なることが予想されます。よって、国においては、地方の安定的な財政運営に必要な地方
税・地方交付税等の一般財源総額を確保するなど５項目について、令和３年度の地方財政
対策及び地方税制改正に向け確実に実現されるよう、町議会から政府・国会等に対し、地
方自治法第99条の意見書を提出します。

国土強靱化、老朽化対策を含む地方の社会資本整備の推進を 
求める意見書の提出について　　　　　　　　　　　　　　

　近年、全国各地で大規模水害が発生しており、江の川流域においても平成30年、今年７
月とわずか２年の間に２回浸水被害を受けました。また、コロナ禍で落ち込む地域経済を
回復させる上で交通基盤など社会資本の重点的な整備は一層重要となります。このため、
令和３年度予算において治水事業予算を大幅に増額するなど社会資本整備に必要な予算を
十分に確保するよう、町議会から政府・国会等に対し、地方自治法第99条の意見書を提出
します。

議 員 発 議  （意 見 書 提 出）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

様
々
な
分
野
で
私
達
の
想
像
を
超
え
る

悪
影
響
を
与
え
始
め
て
い
る
。

　
プ
ロ
の
音
楽
家
を
目
指
す
人
達
は
、

ラ
イ
ブ
な
ど
の
開
催
が
ま
ま
な
ら
ず
、

苦
し
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と

聞
く
。
ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

に
挑
戦
す
る
選
手
や
推
薦
で
大
学
進
学

を
目
指
す
高
校
生
に
と
っ
て
も
、
実
力

を
発
揮
す
る
場
面
が
極
端
に
少
な
く
、

方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
だ
。
経
済
の
動
向
に
つ
い

て
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
こ
こ
か
ら
は
「
餅
は
餅
屋
」
に
任
す

し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
本
当
に
他
力
本

願
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
に
有
効
な
ワ

ク
チ
ン
を
開
発
中
の
研
究
機
関
、
研
究

者
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。�

〈
石
川
〉

編　
集　
後　
記 　

 
陳　　　情

受理番号
年 月 日 陳情の要旨 陳情者の住所及び氏名 付託委員会 審査の

結　果

第１号
2. 9. 1

「少人数学級制度の拡充を求める
意見書」を国に提出することを求
める陳情書。

松江市母衣町55　島根県教組内
ゆきとどいた教育をすすめる島根の会
　代表　小　松　雪　乃

総 務 教 民
常任委員会 採択

第２号
2. 9. 1

「現行少人数学級制度縮小計画の
凍結を求める意見書」を県に提出
することを求める陳情。

松江市母衣町55　島根県教組内
ゆきとどいた教育をすすめる島根の会
　代表　小　松　雪　乃

総 務 教 民
常任委員会 採択

写
真
右
か
ら
、

　
坂
町
議
会
副
議
長
　
　
中
　
川
　
ゆ
か
り 

氏

　
坂
町
議
会
議
長
　
　
　
川
　
本
　
英
　
輔 

氏

　
川
本
町
議
会
議
長
　
　
飯
　
田
　
武
　
則

　
川
本
町
議
会
副
議
長
　
片
　
岡
　
通
　
泰

広

報

研

修

坂
町
議
会
正
副
議
長
来
町

　

令
和
２
年
８
月
17
日
、
松
江
市
「
タ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
」
に
お
い
て
、
島

根
県
市
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保
し
て
の
取
り
組
み
の
中
、

研
修
議
題
は
、「
情
報
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
」。
講
師
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
ク

リ
エ
イ
タ
ー
・
朝
日
新
聞
メ
デ
ィ
ア
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

校
閲
事
業
部
長
の
前
田

安
正 

氏
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
広
報
紙
を
取

り
上
げ
、
写
真
の
撮
り
方
、
文
章
の
整

え
方
、
見
出
し
の
組
み
立
て
等
、
読
者

の
視
点
に
立
っ
た
立
場
で
物
事
を
捕
ら

え
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
研
修
で
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
こ
と
が
活
か
せ
る
よ
う

な
広
報
作
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

７
月
の
豪
雨
被
害
に
対
し
て
、
坂
町

議
会
の
皆
様
か
ら
見
舞
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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① 普 通 会 計 の 決 算

　令和元年度一般会計・特別会計の決算が町議会９月定例会で認定されました。
　町民のみなさんに納めていただいた大切な税金や国・県からの補助金などのお金が、どのくらい
入ってきたのか、またどのように使われているのかをお知らせするため令和元年度決算を公表します。

決
算
規
模

　

前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
10・
６
％
の
増
、

歳
出
は
11・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り

０・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
92・
６
％
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
普
通
交
付
税
の
増
額
や
地
方
税
収

入
の
増
額
等
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
決
算
の
特
徴

　
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
の
収
入
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
比
２・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
ご

と
魅
力
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
の
皆
増
等
に
よ
り
前
年
度
比
59・

７
％
増
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

２・８
％
増
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
特
別
交
付
税

に
て
７
月
豪
雨
に
要
す
る
経
費
が
皆
減
し
た
こ
と

に
よ
り
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ

た
地
方
交
付
税
の
総
額
で
は
、
前
年
度
比
０・５
％

増
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
割
合
が
17・

９
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
の
補
助
金
や
地

方
交
付
税
に
依
存
し
た
歳
入
構
造
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

歳
出
決
算
の
特
徴

　

歳
出
は
前
年
度
比
11・
２
％
増
で
あ
り
、
主
な

増
額
の
要
因
は
、
ま
ち
ご
と
魅
力
化
セ
ン
タ
ー
建

設
等
の
普
通
建
設
事
業
の
経
費
が
増
と
な
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

自
主
財
源　
14.5
％

依
存
財
源　
85.5
％

町税 ３億1,836万円

諸収入 ２億193万円

町民税や固定資産税など

三江線代替交通導入費等負担金、介護保険
事業委託料、学習交流センター実費徴収金
など  

繰入金 8,602万円
各種基金や他会計からの繰入金

使用料・手数料、財産収入、寄附金、繰越金、
分担金、負担金 ２億2,755万円
町営住宅使用料、ふるさと納税寄附金、
土地売払収入など

地方交付税 20億2,923万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービス
を提供できるように、国が交付する税

国・県支出金 ８億2,736万円
道路整備や携帯電話等エリア整備事業、定
住促進住宅整備事業、福祉事業、地方創生
関連事業などに伴う補助金

町債 ８億5,396万円
道路整備や定住促進住宅、まちごと魅力化
センターの建設などを行うときの借入金

交付金ほか １億1,278万円
消費税や自動車重量税など国・県に納めた
税金の一部が一定の基準で交付されたもの  

町税　6.8％

諸収入4.3％
繰入金1.9％
その他4.9％

その他 2.4％

地方交付税
43.6％

国・県支出金
17.8％

町債
18.3％

総務費 11億6,795万円
庁舎管理費、悠邑ふるさと会館運営費、定住対
策事業、地域情報通信事業費、生活バス路線確
保事業、学習交流センター管理運営費など

民生費 ９億4,625万円
児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉、生活保護
費などの福祉事業費、介護保険事業負担金など

公債費 ４億7,510万円
借入金の返済金（元金・利子）

衛生費 ４億6,327万円
健診などの健康づくりに係る費用やし尿・
ごみ処理費、簡易水道事業特別会計操出金
など

教育費 ４億3,632万円
小中学校、図書館、音戯館、
学校給食センターの管理費など

土木費 ５億3,735万円
町道の整備及び維持管理、
町営住宅の維持管理費など

農林水産業費
5.7％

農林水産業費 ２億6,475万円
農林業の振興、農業集落排水処理事業に
係る経費など

その他 ３億1,298万円
消防や救急の消防費、議員活動に係る経費で
ある議会費、商工会補助金、企業誘致に係る
経費である商工費、災害復旧費など

自主財源

依
存
財
源

17.9％

82.1％

その他
6.7％

土木費
11.7％

教育費
9.5％

衛生費
10.1％

公債費
10.3％

民生費
20.6％

総務費
25.4％

※町の人口：3,225人（令和２年３月31日現在・住民基本台帳人口）

令和元年度  決 算 公 表

歳入　46億5,719万円 歳出　46億397万円

町民１人当たりが負担した町税　98,715円 町民１人当たりに使われたお金 1,427,590円
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② 特 別 会 計 の 決 算 ③ 健全化判断比率及び資金不足比率

④ 町の借金と預貯金の残高の推移グラフ
　下のグラフは、町の過去10年間の町債（普通会計の借金）と基金（預貯金）の残高の推移です。
安定した行政サービスを提供するため町の借金を減らすよう努力していきます。

監査委員意見書（抜粋）
令和元年度の決算は歳入で766,757千円、歳出
で819,975千円と前年度増となっている。まちご
と魅力化センター建設事業費が大幅に増額となっ
たのが、その大きな要因である。それに伴い、町
債の発行も前年度を3.7億上回る8.5億となってい
る。その結果、地方債残高は48億８千万と３億
９千万増えている。令和４年度からは単年度の償
還額は５億超えとなる。一方、積立金は三江線運
営協力金等を１億６千万積立てたが、積立金残高
は前年度より７千６百万の増に留まっている。
財政健全化比率については、実質公債費比率は
前年度から0.9ポイント増の8.1％、将来負担比率
は13.6％から4.3ポイント改善し9.4％となって
いる。いずれも健全化判断基準を下回っている。

収納状況は、町民税、固定資産税、軽自動車税
等の徴収率は横ばいとなっている。水道料は約
30万円改善しているが、住宅料は未納額が増加
している。差し押さえを７件行っている。今後も
県の協力を得ながら徴収率の向上に努力して頂き
たい。
不納欠損は一般会計で7,601千円、国保会計で
1,328千円行っている。固定資産税と農地開発事
業貸付金の額が大きい。
平成23年度から受け入れている地域おこし協
力隊については、令和元年度までに26名が来町
し、現在10名が活動中であるが、任期満了者16
名のうち８名が町内在住となっている。人材の定
着を後押しする支援の充実を図る必要がある。

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出

国 民 健 康 保 険
事 業 5億1,355万円 5億850万円

後期高齢者医療 1億3,480万円 1億3,478万円

簡 易 水 道 事 業 3億4,430万円 3億4,370万円

農 業 集 落 排 水
処 理 事 業 5,041万円 5,041万円

合　　計 10億4,306万円
（前年比9.2％増）

10億3,739万円
（前年比8.9％増）

健全化判断比率 令和元年度 平成30年度 早期健全化
基 準

実 質 赤 字 比 率 － － 15.0％
連結実質赤字比率 － － 20.0％
実質公債費比率 8.1％ 7.2％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 9.4％ 13.6％ 350.0％

※�実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が生じていないため「－」で
表示しています。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 － 20.0％
農 業 集 落 排 水 
処 理 事 業 － 20.0％

※資金不足比率は、資金不足が生じていないため「－」で表示しています。

0
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21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

町債現在高
基金残高

38.8 38.9 38.2 36.9 35.5 32.6

43.0 42.9 44.2

9.2 12.3 14.5 16.1 18.7 18.9 20.817.0 17.4

30年度 元年度

44.9 48.8

21.7 22.5

町民１人当たり　町債残高　　1,513,395円（前年比　145,946円増加）
　　　　　　　　基金残高　　　696,735円（前年比　  35,265円増加）
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邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
職
員
採
用
試
験

�

（
令
和
3
年
4
月
採
用
）

墓
地
の
新
設
・
変
更
・
廃
止
に
は
許
可
が
必
要
で
す

土
地
取
引
の
届
出
制
度

島
根
県
最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

■
採
用
予
定
人
数

　
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア　
若
干
名

■
受
付
期
間
及
び
時
間

　
令
和
2
年
11
月
6
日
（
金
）
ま
で

　
　
※
郵
送
は
当
日
消
印
有
効

　

�

受
付
時
間
：�

平
日
8
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で

■
受
験
資
格

　
昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
令
和
3
年
4
月

1
日
現
在
で
20
歳
か
ら
35
歳
）。

　
就
学
課
程
4
年
の
大
学
で
情
報
処
理
に
関

す
る
科
目
を
専
攻
し
卒
業
し
た
人
、
又
は
専

門
学
校
2
年
以
上
の
情
報
処
理
課
程
を
就
学

し
卒
業
し
た
人
。
い
ず
れ
も
令
和
3
年
3
月

卒
業
見
込
み
の
人
も
含
む
。

■
試
験
日
程

◦
第
1
次
試
験　
12
月
6
日
（
日
）

　
場
所
：
い
わ
み
ー
る

�

（
浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６
番
地
１
）

◦
第
2
次
試
験　
令
和
3
年
1
月
予
定

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
日
程
等
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
試
験
手
続
き
及
び
詳
細

　
試
験
案
内
及
び
試
験
申
込
書
は
、
邑
智
郡

総
合
事
務
組
合
総
務
課
、
川
本
町
総
務
財
政

課
で
交
付
し
ま
す
。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
問
】
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
総
務
課

�
☎
72

－

２
７
７
７

　

墓
地
の
経
営
（
新
設
）・
改
葬
・
廃
止
に

は
、「
墓
地
・
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
等

に
よ
り
、
事
前
に
町
の
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
墓
地
を
新
し
く
つ
く
る
（
新
設
）

　
墓
地
を
新
し
く
つ
く
る
と
き
は
、
許
可
手

続
き
が
必
要
で
す
。
設
置
す
る
に
は
、
墓
地

の
構
造
、
設
置
場
所
等
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が

あ
り
ま
す
。
墓
地
予
定
地
が
農
地
で
あ
る
場

合
は
、
ま
ず
農
業
委
員
会
で
農
地
転
用
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業
委
員
会
の
許
可

が
出
て
か
ら
、
墓
地
経
営
許
可
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
墓
地
の
お
骨
を
他
の
墓
地
に
移
す（
改
葬
）

①�

町
内
に
あ
る
墓
地
か
ら
他
の
市
町
村
に
あ

る
墓
地
に
お
骨
を
移
す

②�

町
内
に
あ
る
墓
地
か
ら
町
内
に
あ
る
別
の

お
墓
に
お
骨
を
移
す

　
右
記
の
場
合
、
改
葬
許
可
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
墓
地
の
廃
止

　
改
葬
等
に
よ
り
廃
止
す
る
場
合
は
、
廃
止

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　
墓
地
に
つ
い
て
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�【
問
】
町
民
生
活
課
環
境
生
活
係　
☎
72

－

０
６
３
２

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一
定
面
積

（
※
）
以
上
の
取
引
（
売
買
、
交
換
等
）
を

し
た
場
合
は
、
契
約
締
結
日
を
含
め
て
二
週

間
以
内
に
土
地
が
所
在
す
る
自
治
体
へ
届
出

が
必
要
で
す
。

※
届
出
が
必
要
な
面
積

① 

市
街
化
区
域
内�

２
，０
０
０
㎡
以
上

② 
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内

�

５
，０
０
０
㎡
以
上

③ 
都
市
計
画
区
域
以
外

�

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

【
問
】
島
根
県
用
地
対
策
課

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

５
０
７
７

　
　

 

地
域
整
備
課�
☎
72

－

０
６
３
７

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
金
額
は
、
令
和
2

年
10
月
1
日
以
降
の
賃
金
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。時

間
額　

７
９
２
円

　
最
低
賃
金
に
は
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
1
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
等
に

対
す
る
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手

当
及
び
家
族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
問
】
島
根
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

�

☎
０
８
５
２

－

31

－

１
１
５
８

　
令
和
2
年
10
月
1
日
か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
な

り
、
町
の
助
成
に
よ
り
自
己
負
担
な
し
で
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
は
、
令
和
2
年
8
月
1
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。
対
象
の
方
に
は
、

新
生
児
・
乳
児
訪
問
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
問
】
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

�

☎
72

－

０
６
３
３
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Vol.10まちの人権ほっとスペース

川
本
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
研
修
会
（
8
月
19
日
開
催
）

で
、
美
郷
町
都
賀
行
隣
保
館 

指
導
職
員 

松
村
み
は
る
さ
ん
に
「
私
の
選
ん
だ

ふ
る
さ
と
」
と
題
し
て
「
同
和
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
松
村
さ
ん
は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
考
え
る
上
で
、
次
の
3
つ

の
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

❶
同
和
問
題
解
決
に
は
子
ど
も
の
力
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

体
験
か
ら
得
る
感
性
は
子
ど
も
の
中
に
正
し
い
知
識
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
に
託
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
地
域
の
住
民
と

し
て
子
ど
も
と
一
緒
に
触
れ
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

❷
日
常
生
活
の
中
の
人
権

人
権
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
で
す
。
生
き
る
た
め
の
力
で
す
。
人

権
と
は
人
間
が
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。
自
分
だ

け
で
な
く
相
手
の
人
権
も
大
切
に
す
る
、
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切

で
す
。
日
常
生
活
の
中
に
差
別
や
い
じ
め
を
見
抜
く
力
が
必
要
で
、「
そ
れ
は

言
い
過
ぎ
」「
お
か
し
い
」
と
言
え
る
勇
気
の
一
歩
を
持
つ
力
を
身
に
つ
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❸
毎
日
の
生
活
の
中
で
心
が
け
た
い
こ
と
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ
は
人
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
の
表
れ
の
一
つ
で
す
。
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
こ
に
い
る
存
在
を
確
か
に
認
め
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
い
さ
つ
は
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
ど
ち
ら
も
幸
せ
に
な
れ
る
魔
法
の
言

葉
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
声
に
出
し
て
、
お
互
い
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

講
演
の
最
後
に
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
つ
ら
い

こ
と
か
、「
他
人
ご
と
か
ら
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
て
ほ
し

い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
差
別
を
な
く
し
て
い

く
努
力
を
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
「
他
人
ご
と
か
ら
自
分
ご

と
」
と
し
て
意
識
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

解
決
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
人
権
感
覚
を
磨
き
続
け
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て

研
ぎ
澄
ま
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
文
責
：
派
遣
社
会
教
育
主
事　
竹
田
進
吾
）

他�

人
ご
と
か
ら
自
分
ご
と
へ�

～
川
本
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会　
研
修
会
～

� 【問】産業振興課農林振興係　☎72-0636

　秋の行楽シーズンを迎え、登山やキャンプ、紅葉狩り、キノコ狩りなどで山に入る機会が多くなります。
　秋に入るとクマも冬眠に向けた準備のため、行動が活発になります。
　行楽や農林作業等で山に入る場合は、鈴や笛など音の出るものを身につけて入山してください。

ツキノワグマとの遭遇にご注意ください
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川本町地域おこし協力隊活動通信 vol.4

美
術
工
芸
作
家
と
し
て
独
立
す
る
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、
埼
玉
県
か
ら
島
根

県
へ
引
っ
越
し
、
今
月
で
16
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
芸
術
を
広
範
囲
で
学
び
、
美
術
教
員
免
許
や
学
芸
員
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。
卒
業
後
は
、
京
都
の
職
人
育
成
学
校
や
釉
薬
（
ゆ
う
や
く
）
の
研
究
所
へ

進
学
し
、
工
芸
の
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
専
門
的

な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
授
業
を
、
東
京
や
京
都
な
ど
で
４
，０
０
０
人

以
上
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
今
、「
陶
胎
漆
器
」
と
い
う
縄
文
時
代
か
ら
あ
っ
た
日
本
の
陶
芸
と
漆
芸

を
応
用
し
た
技
術
を
用
い
て
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。「
陶
胎
漆
器
」
は
、
陶

芸
と
漆
芸
の
両
方
の
伝
統
技
法
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
陶
磁
器
成
形
か
ら
漆

芸
の
仕
上
げ
ま
で
一
貫
し
て
1
人
の
作
家
が
制
作
す
る
作
品
は
、
他
の
美
術
工
芸

品
に
比
べ
極
端
に
少
な
い
状
態
で
す
。
陶
磁
漆
器
・
磁
胎
漆
器
の
魅
力
に
惚
れ
込

ん
だ
1
人
と
し
て
、
こ
の
技
術
の
バ
ト
ン
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
の
日
本
の
伝
統
工
芸
は
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
産
業
自

体
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
危
機
的
状
況
で
す
。

日
本
は
昔
か
ら
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
海
外
か
ら
原
料
を
調
達
し
、
職
人

た
ち
が
も
の
づ
く
り
を
し
、
そ
れ
を
ま
た
国
内
外
へ
広
め
て
い
っ
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
陶
芸
と
漆
芸
も
、
何
百
年
、
何
千
年
前
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
多
く
の
失

敗
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
で
も
挑
戦
し
続
け
て
進
化
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
運
良
く
「
陶
胎
漆
器
」
の
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
幸
運
の
バ
ト
ン
を
私
の
と
こ
ろ
で
終
わ
ら
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
後
を
目

標
と
し
た
技
術
伝
承
及
び
後
継
者
育
成
に
向
け
、
次
世
代
が
有
意
義
に
も
の
づ
く

り
業
界
で
働
け
る
土
台
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
明
る
い
未
来
を
描
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
現
状
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
信
念
が
あ
り
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
。
い
つ
の
日
か
私
の
手
が
し
わ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
も
、
大
好
き

な
も
の
づ
く
り
を
思
い
切
り
味
わ
い
続
け
ら
れ
る
素
敵
な
世
界
を
目
指
し
て
。

観
光
活
性
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
～
令
和
2
年
3
月
）

弓
チ
ャ
レ
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
令
和
2
年
4
月
～
）

　
令
和
元
年
7
月
1
日
着
任

小こ

林ば
や
し

　
紗さ

友ゆ

里り 

さ
ん

　
　
（
埼
玉
県
草
加
市
出
身
）

日々の制作工程は
インスタグラムを
ご覧ください　　

　今回もいつでも簡単に行えるトレーニングの紹介です。座っていても立っていても、自分の身体ひ
とつで行えます。日常生活のちょっとした瞬間、時間にトレーニングのチャンスを見つけてくださ
い。皆さんのトレーニングバリエーションが増えて、健康も筋肉も増えていけば幸いです。冬に向
け、寒さに負けない身体づくりを一緒に頑張っていきましょう。

自宅でできる　田井トレ

　最近は、昼夜の気温差が激しくなっています。体調管理のためにも、日ごろから身体を鍛えて免疫
力を高めるために、皆さん一緒に心身ともに鍛えていきましょう。
� 地域おこし協力隊（健康運動指導士）　田井　誠

田井コラム

～ NG ～
肩が上がり、首をすく
ませるような姿勢は避
けましょう。また、左
右でバランスが崩れて
もいけません。

NG①身体の正面で両
手のひらを合わせ
ます。②～④の動
きすべての基本姿
勢になります。

1

②手のひら全体に力を入れ続けた状態
で、肘を伸ばし前に出します。息を吐き
続けながら10秒止める。これを3セット
を目安に行います。

③斜め上45度に向かって肘を伸ばしま
す。ここでは大胸筋上部に力が入ります。
同じく息を吐き続けながら10秒3セット
を目安に行います。

④斜め下45度に向かって肘を伸ばしま
す。ここでは大胸筋下部に力が入ります。
同じく息を吐き続けながら10秒3セット
を目安に行います。

2 3 4
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島
根
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

カ
ヌ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

�

全
国
大
会
で
大
健
闘
！

島
根
県
内
の
高
校
生
に
向
け
て
「
心
に
残
る
看
護
エ
ピ

ソ
ー
ド
」
が
募
集
さ
れ
、
高
等
学
校
７
校
か
ら
44
名
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
本
校
３
年
生
の
稲
田

詩
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今

後
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

９
月
19
・
20
日
に
益
田
陸
上
競
技
場
に
て
島
根
県
高
等

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
の
出

場
選
手
そ
れ
ぞ
れ
が
良
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
新
人
戦
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
成
長

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
結
果
報
告
】

◦
５
０
０
０
ｍ
競
歩

　
　
　
　
　
　
　
吉
迫　
大
成
（
邑
智
中
出
身
）�
１
位

　
　
　
　
　
　
塚
田　
楓
也
（
川
本
中
出
身
）�
２
位

９
月
７
日
か
ら
13
日
に

か
け
て
石
川
県
小
松
市
木

場
潟
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
16
回
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ

リ
ン
ト
ジ
ュ
ニ
ア
・
ジ
ュ

ニ
ア
ユ
ー
ス
小
松
大
会
で

本
校
カ
ヌ
ー
部
が
大
健
闘

し
ま
し
た
。

【
結
果
報
告
】

◦
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
１
０
０
０
ｍ

　
　
　
齋
藤　
哲
一
（
宮
城
県
出
身
）�

３
位

◦
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
５
０
０
ｍ

　
　
　
行
田　
朋
晃
（
邑
智
中
出
身
）�

３
位

　
　
　
小
鑓　
亮
太
（
滋
賀
県
出
身
）�

４
位

　
　
　
齋
藤　
哲
一�

５
位

◦
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ

　
　
　
小
鑓　
亮
太�

２
位

　
　
　
行
田　
朋
晃�

３
位

◦
成
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ

　
　
　
小
鑓　
亮
太�

Ｂ
決
勝 

５
位

◦
少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
５
０
０
ｍ

　
　
　
松
岡　
華
加
（
川
本
中
出
身
）�

６
位

　
　
　
橋
本　
茉
音
（
滋
賀
県
出
身
）�

Ｂ
決
勝 

２
位

　
　
　
髙
橋　
優
花
（
福
島
県
出
身
）�

Ｂ
決
勝 

３
位

　
　
　
山
根
陽
菜
子
（
桜
江
中
出
身
）�

Ｂ
決
勝 

９
位

●
大
会
を
終
え
た
感
想

　

２
年
１
組　
行
田　
朋
晃
さ
ん
（
邑
智
中
出
身
）

　

�　
今
大
会
は
あ
ま
り
自
分
の
納
得
い
く
レ
ー
ス
で

は
な
か
っ
た
け
ど
、
な
ん
と
か
３
位
に
な
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
課
題
が
見
つ
か
っ
た
の
で

今
後
も
し
っ
か
り
練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

２
年
１
組　
松
岡　
華
加
さ
ん
（
川
本
中
出
身
）

　

�　
不
安
や
緊
張
も
あ
っ
た
け
ど
「
自
分
は
挑
戦
者

だ
」
と
い
う
気
持
ち
で
漕
げ
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
今
後
も
頑
張
り
た
い
で

す
。

心
に
残
る
看
護
エ
ピ
ソ
ー
ド
最
優
秀
賞

●
大
会
を
終
え
た
感
想

　

２
年
２
組　
野
口　
月
華
さ
ん
（
川
本
中
出
身
）

　

�　
前
の
大
会
で
は
走
幅
跳
は
２
位
で
悔
し
い
結
果

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
新
人
戦
は
絶
対
２
種

目
で
１
位
を
獲
ろ
う
と
思
っ
て
今
回
の
大
会
に
出

ま
し
た
。

●
受
賞
後
の
感
想

　
３
年
２
組　
稲
田　
詩
さ
ん
（
瑞
穂
中
出
身
）

　

�　
受
賞
し
た
と
き
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
自
分

の
思
い
が
し
っ
か
り
と
人
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

◦
少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ

　
　
　
松
岡　
華
加�

５
位

　
　
　
橋
本　
茉
音�

Ｂ
決
勝 

２
位

◦
成
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
１
０
０
０
ｍ

　
　
　
髙
橋　
優
花�

５
位

◦
男
子
砲
丸
投　
三
上　
純
真
（
川
本
中
出
身
）�

３
位

◦
女
子
走
幅
跳　
野
口　
月
華
（
川
本
中
出
身
）�

１
位

◦
女
子
三
段
跳　
野
口　
月
華�

大
会
新
記
録 

１
位

☆
優
秀
選
手
賞　
野
口　
月
華
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電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：9時～18時　土日9時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館

No.281

2020年
10月号

川本中学校職場体験
　川本中学校３年の井手美月さんが、かわもと
図書館で職場体験をしました。図書館内での体
験や三原まちづくりセンター図書室の本の入れ
替えを行いました。

9/
�16,17

本を書架に返しました 読み語りの練習をしました

半
沢
直
樹�

ア
ル
ル
カ
ン
と
道
化
師

池
井
戸
潤 

著

講
談
社

え
に
し
屋
春
秋

あ
さ
の
あ
つ
こ 

著

角
川
春
樹
事
務
所

海
神
の
島

池
上
永
一 

著

中
央
公
論
新
社

作
っ
て
楽
し
い
、
毎
日
使
え
る

簡
単
！
手
作
り
エ
コ
バ
ッ
グ

主
婦
の
友
社

決
定
版
！
実
戦
で
役
立
つ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

朝
井
正
教 

著

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

い
つ
か
き
っ
と
笑
顔
に

な
れ
る

今
西
乃
子 

著

浜
田
一
男 

写
真

青
春
出
版
社

ね
ら
れ
ん
ね
ら
れ
ん�

か
ぼ
ち
ゃ
の
こ

や
ぎ
ゅ
う
げ
ん
い
ち
ろ
う 

さ
く

福
音
館
書
店

だ
れ
か
な
ぁ
？

み
や
に
し
た
つ
や 

作
・
絵

鈴
木
出
版

ゾ
ウ
と
と
も
だ
ち
に

な
っ
た
き
っ
ち
ゃ
ん

あ
べ
弘
士 

絵

入
江
尚
子 

文

福
音
館
書
店

神
様
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

山
本
悦
子 

作

佐
藤
真
紀
子 

絵

ポ
プ
ラ
社

キ
ャ
ラ
メ
ル
色
の
わ
た
し

シ
ャ
ロ
ン
・
Ｍ･

ド
レ
イ
パ
ー 

作

横
山
和
江 

訳

鈴
木
出
版

み
ん
な
に
話
し
た
く
な
る

感
染
症
の
は
な
し仲野

徹 

著

河
出
書
房
新
社

一
　
　
般
　
　
書

児
　
　
童
　
　
書

新
　
刊
　
案
　
内
　
お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

おでかけ図書館デー
11月10日（火）川本西公民館
11月11日（水）三原まちづくりセンター

11月の展示テーマ
《一 般 書》

読書の秋～おすすめの本～
新聞の書評で紹介された本や利用者の方や色々な
ところで紹介された本を集めて展示します。
今年は早めにはじめてみませんか？
あとわずかで大掃除の時期になります。
掃除、片付けの本をあつめて展示します。

《児 童 書》
ほん だいすき！
読書の秋にちなみ、お話のなかに「本」や「図書館」
が出てくる絵本や「秋」を集めて展示します。

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
11月13日（金）10：00
　読み語り　移動図書館

10月27日～11月９日は「読書週間」です。
2020年の標語「ラストページまで駆け抜けて」
　川本町では秋の読書週間を「川本町読書週間」
としています。お家時間、ゆっくり本とともに過
ごしてみませんか。
読書期間中の企画

しおりプレゼント
ブックコートサービス

　大切な本を汚れや傷から守るブックコート（透
明なカバー）をおかけします。お気に入りの１冊
をお持ち下さい。（１人１冊まで　無料）

おすすめの本
　まちキャンで図書館にきている島根中央高校
生、利用者の方や図書館職員の「おすすめの本」
を展示します。

古本市
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悠邑ふるさと会館催し物案内

11
月
1
日
㈰
は
電
気
設
備
点
検
の
た
め
全
館
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
11
月

大
ホ
ー
ル

21日
㈯
～
22日
㈰

第29回しまね映画祭 in川本
日　時
11月21日（土）
　10：00～　伊豆の踊り子（優秀映画／1988年）
　13：30～　Wの悲劇（優秀映画／1984年）
　16：00～　時をかける少女（優秀映画／1983年）
　18：30～　ぼくらの七日間戦争（優秀映画／1988年）

11月22日（日）
　10：00～　�映画かいけつゾロリ 

まもるぜ！きょうりゅうのたまご（一般作品）
　13：30～　�花のあとさき　ムツばあさんの歩いた道 

（しまね映画祭テーマ映画）
　16：00～　グリーン・ブック　吹き替え版（一般作品）
　19：00～　グリーン・ブック　字幕スーパー版（一般作品）
料　金　優秀映画・テーマ映画・映画かいけつゾロリ
　　　　　　　　　　　　／１作品　500円
　　　　グリーン・ブック／1,000円
　　　　◆まげなフリーパス持参で無料
会　場　悠邑ふるさと会館大ホール特設映画館

◇�ご入場の際には、感染症対策として受付の際に検温など行います。
　マスク着用での来館、手指消毒などにご協力ください。

� 【問】総務財政課総務係　☎72-0631

防災無線（戸別受信機）の設定・受信状況を確認しましょう
　防災無線は、災害時や火災時に重要な情報を町民の皆さんにお伝えする機械です。非常時に確実に放
送がながれるよう平時から防災無線（戸別受信機）の状況を確認しましょう。

■電源／着信ランプを確認してください
〈緑色に点灯〉
　不具合はありませんので、このままご利用ください。
〈赤色に点灯〉
　故障していますので、総務財政課にご連絡ください。
〈赤色に点滅〉
　乾電池（単１、単２、単３いずれも可）の交換が必要です。
　※「電池を交換してください」と音声が流れます。

■昼12時のチャイム、夕方５時のメロディーが放送されていますか？
〈チャイム、メロディーが放送されていない〉
　電波の受信状況が不安定です。電波の状況を確認しますので役場にご連絡ください。

※防災無線が聞こえない場合の主な原因は、受信状況が不安定な場合が考えられます。
　防災無線の位置を変えた際には、受信状況が変わることもありますのでご注意ください。

電源／着信ランプ

©2013 原ゆたか／
	 ポプラ社,映画かいけつゾロリ製作委員会

©NHK

©2018 UNIVERSAL STUDIOS AND
STORYTELLER DISTRIBUTION CO., LLC.
All Rights Reserved.
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お
知
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間

【
テ
ー
マ
】「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

【
期
　
間
】
11
月
11
日
〜
17
日

　
期
間
中
、様
々
な
催
し
を
行
う
と
と
も
に
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報
」、「e-tax

」
及

び
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
」
等
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
浜
田
税
務
署

�

☎
０
８
５
５

－

22

－

０
３
６
０

�
https://w

w
w
.nta.go.jp

募
　
　
集

福
祉
・
介
護
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

　

福
祉
の
職
場
に
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
福
祉
の

職
場
で
役
立
つ
知
識
と
技
術
を
分
か
り
や

す
く
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

【
松
江
会
場
】
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根　
11

月
19
日（
木
）・
20
日（
金
）　
10
時
～
16
時

【
浜
田
会
場
】
い
わ
み
ー
る　

11
月
26
日

（
木
）・
27
日
（
金
）
10
時
～
16
時

【
主
な
内
容
】
介
護
の
基
本
理
解
、
介
護
技

術
、
施
設
見
学
（
松
江
会
場
）、
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
松
江
会
場
）、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
浜
田
会
場
）、
職
場
説
明
会
（
浜
田
会
場
）

【
対
象
者
】
無
資
格
者
（
過
去
に
福
祉
事
務

所
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
方
）、
有
資
格
者

（
経
験
な
し
で
も
可
能
）、
介
護
の
入
門
的

研
修
修
了
者

【
募
集
定
員
】
各
会
場
15
人

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
締
切
】�

松
江
会
場
11
月
５
日
（
木
）

�

浜
田
会
場
11
月
16
日
（
月
）

【
託
児
等
】

（
松
江
会
場
）
あ
り

（
浜
田
会
場
）�

一
時
預
か
り
等
の
費
用
助
成

あ
り　
※
要
事
前
申
込

問
松
江
会
場 

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
５
２

－
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－
５
９
５
７

　
浜
田
会
場 

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

石
見
分
室

�

☎
０
８
５
５
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－

９
３
４
０

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

【
訓
練
科
名
】

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス
（
川
本
）

【
定
　
員
】
15
名

【
訓
練
内
容
】
初
心
者
を
対
象
に
一
般
事
務

に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
文
書

作
成
・
表
計
算
）
の
実
践
的
知
識
、
技
能

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

な
ど
職
業
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
求
職
者

【
受
講
料
】
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等

１
２
，０
０
０
円
程
度
必
要
で
す
。）

【
訓
練
期
間
】
12
月
17
日
（
木
）
～
令
和
３

年
３
月
16
日
（
火
）

【
訓
練
会
場
】邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
川
本
町
大
字
川
本
２
６
５

－

３　
川
本
合

庁
２
階
）

【
募
集
期
間
】
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

【
応
募
方
法
】
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

窓
口
で
相
談
の
上
、｢

入
校
願｣

を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
入
校
検
定
日
】
12
月
４
日
（
金
）

【
検
定
会
場
】
川
本
合
庁
５
階
５
０
４
会
議
室

【
選
抜
方
法
】
面
接
試
験
お
よ
び
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）

【
合
格
発
表
】
12
月
10
日
（
木
）

問
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

　
総
務
企
画
課
（
得
能
）

�

☎
０
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－

２
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５
０

〒
６
９
８

－

０
０
４
１

島
根
県
益
田
市
高
津
四
丁
目
７

－
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E-m
ail: seibukotogi@

pref.shim
ane.lg.jp

催
し
物

石
見
も
り
も
り
祭
に
つ
い
て

（
石
見
養
護
学
校
文
化
祭
）

　

例
年
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
「
石
見
も
り
も
り
祭
」

で
す
が
、
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
一
般
の
方
の
来

場
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
校
内
関
係

者
の
み
の
開
催
と
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
校
高
等
部
の
作
業
製
品
を

見
て
い
た
だ
く
機
会
を
、
郡
内
各
地
で
開

催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
川
本
町
で
の
開
催
予
定

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。
当
日
は
販
売
も

行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
10
月
28
日
（
木
）
10
時
30
分
～

14
時

【
場
　
所
】
道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
（
川
本
町
因
原
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
石
見
養
護
学
校
（
上
田
・
恩
田
）

�

☎
０
８
５
５

－
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－

２
１
４
１

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり

飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 6 0 0 川
本
町（0） （7） （0） （0）

0 72 1 1 川
本
町

累
計（0） （71） （2） （0）

1 237 7 6 郡
内

累
計（5）（273）（11） （8）

※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
令
和
2
年
9
月
末
）



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 11 月

《10月の納税》
◆町県民税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料
《11月の納税》
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料
※必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診
：�公民館
：悠邑ふるさと会館
：図書館
：三原まちづくりセンター
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校
：保育所
：ドクターカー巡回
：休日診療情報（10：00～16：00）

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･

谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域（�西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日 ･金曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日  休館日

 休館日

 休館日

 休館日
 休館日

11/1㈰～21㈯ 高齢者の交通事故防止運動

1 2 3 4 5 6 7
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ
　（Ａ地域）

文化の日 コーヒーの日
　9：00～
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ
　（Ｂ地域）

あいさつの日
芋畑集会所
　9：00～10：00
　田窪自治会館
　11：00～12：00
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ
　（Ｃ地域）

川本保育所
　発表会

 �邑智病院�  
加藤病院

 �三上医院�  
加藤病院

8 9 10 11 12 13 14
　 /

　乳幼児相談・
　おでかけ図書館
　（西公民館）
　13：10～13：40

/
　乳幼児相談・
　おでかけ図書館
　（三原まちづくり
センター）
　9：30～10：00

/
　川本小学校学習
発表会

 �星ヶ丘クリニック 
大隅医院

15 16 17 18 19 20 21
ゆうゆうカフェ
（川本町役場）
14：00～15：00

/
　あそびのひろば
＆乳幼児相談
　10：00～11：30
スープの日
　11：30～

食育の日

 �邑智病院�  
波多野診療所

22 23 24 25 26 27 28
坂町制施行７０周
年記念式典（坂町・
サンスターホール）

勤労感謝の日
邑智クリーンセン
ター直接搬入日

　（一般家庭ごみ）

 �邑智病院�  
加藤病院

 �邑智病院�  
河野医院

29 30

 �前眼科医院�  
加藤病院

※�新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更となる場合
があります。

第44回川本町産業祭中止のお知らせ
　「第44回川本町産業祭」は新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止します。
� 川本町産業祭実行委員会



　
発
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根
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邑
智

郡
川

本
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大
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川
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地
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 TEL.0855-72-0634 FAX.0855-72-0635

ホームページ
アドレス

　
http://www.town.shimane-kawamoto.lg.jp/　
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メ
ー

ル
ア
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こ
の
広
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紙
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環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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川本町の人口 令和２年９月30日現在
※（　）は前月との増減

※住民基本台帳を基にした令和２年９月中の異動状況

3,226人
（前月比 ＋1人）

（前年同期：3,294人）

合 　　計 男 1,529人（＋4人）
女 1,697人（－3人）

転　入　10人 出　生　 2人 その他　 0人
転　出　 6人 死　亡　 5人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,448人
うち15歳未満 322人
世帯数 1,651戸

編
集
後記

　行楽シーズンが到来し、お出かけにはもってこいな気候となりました。世間では「GO TO」が叫ばれ、コ
ロナ禍での生活に楽しみが増えたように感じます。これからは、だんだん寒くなり、インフルエンザにも注意
が必要です。今年度の予防接種は全額助成されますので、転ばぬ先のなんとやら。十分にお気をつけください。

「しまね版特区」申請受付中
　「しまね版特区」は、皆さんが地域の活性化のため取
り組もうとしている事業が、様々な規制により実施が困
難なときに、規制の特例措置を設けることによってその
実現をはかる制度です。市町村、民間事業者（NPO、
住民グループ、民間企業など）どなたでも申請可能です。
受付期間に関わらずお気軽にご相談ください。

申請受付期間 　10月30日（金）まで
※�詳しくは、しまね暮らし推進課ホームページをご覧く
ださい。

【問】島根県しまね暮らし推進課
� ☎0852‒22‒6234　ＦＡＸ 0852‒22‒5761

　令和３年４月以降の保育所入所受付を行います。
■受付日時　令和２年10月30日（金）
■場　所　※（　）内は定員
　川本保育所（70）　 9：00～11：00
　因原保育所（30）13：30～14：30
　川本北保育所（20）15：30～16：00
・�入所希望のお子さんと一緒にお越しください。
・�当日都合のつかない方は10月31日以降も健康福
祉課で受け付けます。
・�年度途中に入所を希望される方も受け付けますの

で、できるだけ申込をお願いします。必要書類
（認定申請書、利用申込書、就労証明書等）は当
日お渡しします。
※�申請にあたっては、入所を希望する児童及びその
保護者の個人番号の記載が必要です。
■申請時にご持参いただくもの
　�　印鑑、個人番号カード（または個人番号通知
カード）、本人確認書類（運転免許証等）
■入所要件
　�　保護者の就労や疾病等により家庭で子供を保育
することが難しい場合
� 【問】健康福祉課福祉係　☎72-0633

� 【問】総務財政課総務係　☎72-0631

１．受付期間　令和２年11月６日（金）まで
　 受付時間  平日８：00～17：00
　※�郵送による場合は11月６日までの消印のあるも
のに限り受け付けます。

２．試験区分・受験資格
■一般事務
　 試験種目  高校卒業程度　 採用予定人数  若干名
　・�昭和56年４月２日以降に生まれた人（令和３年
４月１日時点で満40歳未満）

　・�学校教育法による高等学校を卒業した人又は令和
３年３月31日までに卒業見込みの人

■土　木
　 試験種目  高校卒業程度　 採用予定人数  若干名
　・�昭和56年４月２日以降に生まれた人（令和３年
４月１日時点で満40歳未満の人）

　・�土木専門課程（高校・高専・大学・各種学校）を
修了した人、若しくは令和３年３月31日までに
修了見込みの人又は土木技術職として３年以上の
経験を有する人

３．試験の日時・会場・合格発表
■第１次試験　 日　時  12月６日（日）
　 受　付  ９：15～９：45　 試験開始  10：00
　 会　場  いわみーる（浜田市野原町1826番地１）
　 合格発表  12月中旬頃
　※合否結果を受験者に郵送で通知します。

■第２次試験　 試験日  12月27日（日）予定
　※第１次試験合格通知の際にお知らせします。
　 会　場  川本町役場（川本町川本271番地３）
　 合格発表  令和３年１月中旬頃
４．試験の時間及び種目
　10：00～12：00　教養試験（共通）
　12：40～13：00　性格特性検査（共通）
　13：30～15：00　専門試験（土木のみ）
５．受験手続
■試験申込書及び受験票用紙等の交付
　・�川本町総務財政課で交付します。
　・�試験申込書及び受験票用紙等を郵送で請求する場
合は、封筒の表に「試験請求」と朱書きし、140
円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（定形外：
Ａ４が入る大きさ）を必ず同封して、10月26日
（月）必着で総務財政課まで請求してください。

■受験申込
　�　試験申込書、受験票に必要事項を記入し期日まで
に総務財政課に持参若しくは郵送で提出してくださ
い。ただし、受験票の写真欄には写真を貼らないで
ください。（写真は受験票の交付を受けた後、試験
当日までに貼ってください。）郵送の場合は、封筒
の表に「試験申込」と朱書きし、書留で郵送してく
ださい。

令和２年度川本町職員採用試験（一般事務・土木）実施について

令和３年度保育所入所受付
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